
京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則等の一部を改正す

る規則を公布する。 

  令和６年３月２９日 

京都市長  松 井 孝 治 

京都市規則第   号 

   京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則等の一部を

改正する規則 

（京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則の一部改正） 

第１条 京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則の一部を次の

ように改正する。 

  第３条第１項中「補助的な職務に従事する者」を「初任給基準表２の適用を受ける者

（以下「初任給基準表２適用職員」という。）」に改める。 

第４条第１項中「補助的な職務に従事する者」を「初任給基準表２適用職員」に改め

る。 

第１２条の見出し中「期末手当」の右に「及び勤勉手当」を加え、同条各号列記以外

の部分中「第１３条第１項前段」を「第１３条前段及び第１３条の２第１項」に改め、

同条第１号を次のように改める。 

⑴ 初任給基準表２適用職員 

第１２条に次の１号を加える。 

⑶ 会計年度任用職員（前２号に掲げる者を除く。）としての引き続く任期（別に定

める職員にあっては、別に定める期間）が６月未満の者 

 第１６条中「補助的な職務に従事する者」を「初任給基準表２適用職員」に改める。 

第２条 京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則の一部を次の

ように改正する。 

第１２条第１号を削り、同条第２号を同条第１号とし、同条第３号中「前２号」を「前

号」に改め、同号を同条第２号とする。 

別表２⑵の項を削り、同表２⑶の項中「⑶」を「⑵」に改める。 

（京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則の一部を改正する規

則の一部改正） 

第３条 京都市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例施行規則の一部を改

８２



正する規則（令和４年１２月２７日京都市規則第４６号）の一部を次のように改正する。 

  第２条中別表の改正規定を次のように改める。 

   別表を次のように改める。 

  別表（第２条関係） 

 初 任 給 基 準 表 

   １ 初任給基準表２の適用を受ける会計年度任用職員以外の会計年度任用職員 

会 計 年 度 任 用 職 員 の 区 分 職務の級 号 給 

⑴ 消費生活総合センターにおける消費生活に関する相

談に応じる職務に従事する者又はこれと同程度の複

雑、困難及び責任の度であると認められる職務に従事

する者 

２ ４５ 

⑵ 保健福祉局生活福祉部生活福祉課における医療扶助

の相談支援の職務に従事する者又はこれと同程度の

複雑、困難及び責任の度であると認められる職務に従

事する者 

１ ６８ 

⑶ 児童福祉センター発達相談所診療療育課における看

護の職務に従事する者又はこれと同程度の複雑、困難

及び責任の度であると認められる職務に従事する者 

１ ６３ 

⑷ 区役所又は区役所支所の健康福祉部保険年金課にお

ける国民年金の相談の職務に従事する者又はこれと

同程度の複雑、困難及び責任の度であると認められる

職務に従事する者 

１ ５２ 

⑸ 保育所における保育の職務に従事する者又はこれと

同程度の複雑、困難及び責任の度であると認められる

職務に従事する者 

１ ４２ 

⑹ 区役所又は区役所支所の地域力推進室における宿日

直の職務に従事する者又はこれと同程度の複雑、困難

及び責任の度であると認められる職務に従事する者 

１ ２８ 

２ 相当の知識、技術、経験等を要する定型的な職務又はこれと同程度の複雑、困



難、責任の度であると認められる非定型的な職務に従事する会計年度任用職員 

会 計 年 度 任 用 職 員 の 区 分 職務の級 号 給 

⑴ 事務の職務に従事する者 １ １３ 

⑵ 補助的な職務に従事する者 １ ５ 

⑶ 別に定める職務に従事する者 別に定める。 

   附 則 

この規則は、公布の日から施行する。ただし、第１条の規定は令和６年４月１日から、

第２条の規定は令和７年４月１日から施行する。 

（行財政局人事部給与課） 

 


